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,3 植 樹ワーキングツアーに参加して
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_三井物 動 鞍 軽 珍 プロジェク か始動

蘭1州1脅1機1関と1調1整古il至十漏
先の会報 vo1 9でお知らせをしま

したが、三井物産環境基金の助成を

受けて、早速活動を開始し、2007年

7月 ～ 9月 に 2回 、聞)‖‖に赴き関係

機関・部門との調整や打ち合わせ、各

種の聞き取り・交流・調整などを行つ

た。大要を次のように報告します。
*第 1回 目は 7月 30日～ 8月 8日 、

担当メンバー 5名 が活動を行つた。

①カウンターパー ト・蘭州市南北両

山環境緑化工程指揮部の訪間。

三井物産助成金により、第 2期 緑

化協力の計画期間 6年 から3年 間
への短縮に伴い、計画の変更、協

定書の文言修正などの調整を行つ

た。新たに三水造林と菌根菌を活

用した試験区設定の説明および協

力を依頼した。また、指揮部の行

政外関係官署との連絡の協力など

もお願いした。

②外国との窓口になる聞州人民政府

外事堺公室の訪問。KFGが 聞州

市民を対象とした緑化にかかるア

ンケー ト調査、小中学校への訪問

講演、植樹交流などの計画につい

て説明し、協力を依頼した。

③民間環境保護組織を2回 訪間。

この組織は2004年に設立したNG

Oで 、学校での環境教育、省エネ問

題への取り組み、植樹交流などの

ボランティア活動状況や運営方法

の聞き取りおよび意見交換をした。

①蘭州大学生態学専門の王剛教授と

の懇談会では、王教1受より聞州の

気象や緑化方法、問題点そして今

後の研究についての説明を受けた。

⑤KFG技 術担当者は指揮部の技術

者 ・関係者と2日 にかけて、2期

緑化支援地へ赴き、土地条件の特

徴把握のための植生調査および菌

根菌を利用した緑化試験のやり方

について打ち合わせを行った。

⑥甘粛農業大学林学院の先生方との

懇談会において、林学院は指揮部

と共同研究やアンケー ト調査の経

験を有することなど。

また、大学との交流として、2007

年 9月 に学生を対象に話演を行う

ことの申し入れに快諾された。
*第 2回 目は、9月 20日～28日、担

当メンバー 6名 が現地活動を行つ

た。

①蘭州市外事那公室の訪問。学校交

流について先回の訪問およびその

後、数lDlの電話交渉の結果、具体

的に蘭州市第19中学を特定するこ

とになった。

②第19中学の訪問.学 校に対して生

徒達との植樹交流の打診。また、

環境教育の一環として、KFGが

講演したいとの中し入れには2008

年春を目途に進めることになつた。

この講演計画に関連してKFG担

当メンバー 3名 は更に2回 学校訪

問し、具体的な協議を行った。

甘粛農大との座談会

③第 2期植樹ワーキングツアーの活

動。 9月 22日、KFG会 員40名、指

揮部4名 そして元留学生柴生芳た

ち4名 計48名が第 2期緑化支援地

において、三水造林によるベエス

ナの植栽を行った。今回からはポ

ット苗とは言え、第 1期のコノテ

ガシワの大苗による作業に劣らず、

30度～40度の斜面地での植栽も結

構しんどい作業だった。それでも

午前中には2,000本ほど植えた。

午後からは第 1期緑化支援地を見

学し、生育状況や竣工間近の緑化

文化展覧舘と市の緑化政策の説明

を受けた。また、第 2期緑化支援

にかかる協定書の調印式を行つたf

④蘭州市緑化委員会の訪問。KFG

の緑化支援活動の経過説明、三井

物産環境基金助成による活動推進

に伴 う準備調査の訪問趣旨を伝え

た。これに対し主主任からは委員

会の構成、活動状況、義務植樹な

どについて説明を受けた。

⑤本会スタッフが甘粛農業大学で
“
日本の自然と森林 ・林業

"と
題 し

て講演を行つた.誌演終了後、聴講

した学生達85名にアンケー ト調査

を行つた。引き続き、李院長らと

共に、一般市民を対象としたアン

ケー トに関する共同調査の可能性

について意見交換を行つた.後日、
KFG担 当者は再度李院長を訪ね、

アンケー ト調査に関しての業務内

容 ・委託費などの具体案の打ち合

わせを行つた。

⑥KFG担 当メンバー 3名 は指揮部
の技術者と第 2期 緑化支援地に設

定した試験地に赴き、試験の進行

状況を調査した。また、他のメン

バー 3名 は第19校へ。

②蘭州大学 ・草地農業科林学院と外

国語学院日語系学生との懇談。

大学側助教授 3名 と日語系4年 生

3名 と外事界公室 1名、KFG側

6名 、指揮部 2名 との懇談では、

日語系の学生が交互に通訳になり、
KFGの 活動内容や助教授 3名 の

研究内容、そしていろいろな意見

交換を行った。日語系学生が通訳

実習を兼ねて、
一生懸命に努めて

いる姿は微笑しい雰囲気であつた,

また、この交流は、今後の緑化活

動の展開に対してもすばらしい機

会であった。

①認養地の視察。指揮部の案内でメ

ンバー 6名 は、黄河北岸の九州台

にある認養地を視祭した。この制

度は、2007年4月 からはじめられ

たもので、緑化のために自発的に

寄付するものである。認養する木

は樹種、大きさによつて単価は異

なる。その木に認養者の名前、樹

種、日付が書かれた名札が掛けら

れる。寄付したお金は植栽、潅水

などの管理経費に使われる。緑化
の為に寄付するという行為がどの

ように定着していくのか追跡の必

要がある。

三水造林の試験地を見る
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9_瑠_
夢 r よ繰 の森

I  K「 G会 真 稲 木  稔   |

今の会社に入つたとき、書類の中

に徳岡先生の名刺を見かけました。

中国にいつておられるのを知ってい

たので、私も中国にはちょこちょこ

と旅行していますとメールを送ると、

今回のワーキングツアーを紹介して
いただきました。これまでシルクロ
ー ドの旅には何回かにわけていつて
いましたが、河西回廊やタクラマカ

ン砂漠を行く旅だつたので砂漠を通

ることが多かった。今回は天山山脈
の北側の草原地帯に足を踏み入れ、

その中でもカナス湖の雄大な景色。

湖と草原と針葉樹の樹木が
一望に見

渡せる風景には感動しました。

植樹は半日程度で終わりました。

私が過去の緑にかかわつた仕事は、

そのつど完成されるものであったが、

今回のように定、の長い作業を続けて

いけば、樹木の生長 ・土砂流出の減

少で、すばらしい森になるのではと

期待しつつ植樹させてもらいました。
これからもできるかざリワーキン

グツアーに参加させてもらいたいと

思つています。

1徽 輿 辞 i
今年のワーキングツア

ーに初参加

させていただき、植林の後、第 1期

記念林を目の前にした感激を今でも

思い出している。

まつす ぐ伸びた道の向こうに、お

むすび形をした小山が見えた。びつ

しり緑に包まれているとは、まだい

えないが、樹木が上下左右に整然 と

育っている。最大 3m近 くに育つた
コノテガシワを中心に、合計なんと

13万2000本。
7年 前から始まったとい う蘭州市

政府 との共同作業の成果だつた。始

めたころは、木は
一本もなく、雨が

降ると土壌が流れ、砂漠化現象が始

まっている荒山だつた、とい う。

小山のふもとにある「中日友好林記」

と書かれた記念碑には 「日本黄河の

森緑化ネットワ
ークは、毎年この地

を訪れて植樹 し、緑を与え、金城を

輝かせる」とあつた。
「継続は、力だなぁ」。なんだか胸

のなかに気持ちのよい空気を
一
杯吸

い込んだような気分だつた.

第 2期記念林に植えたベニスナは、
大きくなつても最大1.5mに しかな

らないという。 しかし、それがしつ

かり根を張り、あの荒山を、緑のじ

ゅうたんに変える日が近いことを夢
見ている。植林の後、ズボンやシャ
ツを真っ白にしながら輝いていた皆
さんの顔が忘れられない。

ベニスナの植え方を教わる

他 生 の縁
i‥ド…卜.=.宝.会:昇!、長:軍_藤孟……Ⅲ…|
91年の夏、初めて中国を訪ねた。

居延漢簡の大家O先 生のお誘いによ

るものでした。北京、西安を経て蘭

州での世界木簡学会に参加 される多

勢の先生方に門外漢の私たちも同行

させていただいたのです。学会のあ

と、小型バスに分乗 し河西回廊を敦

煙まで。この間周到なお世話をして

下さつたのが甘粛省博物館の時俊蘭

先生で した.彼の日本語は大変流暢,

独学とのことc私 は瞳 目結舌。大自

然、歴史的建進物、熱い心。以後私

は中国迷に。
この程、KFGの 活動を知 り、又

蘭州に行く機会に恵まれた。時先生

はお元気だろうか。過大な期待は禁

物と自制 しながら蘭州の初 日、案内

の丁国輝さんに言つてみた。この方

の消夕自、を知 り度いのですがc丁 さん

曰く。この人僕の友人です。昼食が

終わらぬ内に消虐、が伝えられた。半

年の予定で出東省へ出張中のこと。

午後訪れた博物館の職員さんから博

物館裏の宿舎にご家族がいらっしゃ

ることも教えてもらつた。お元気で

ご活躍の様子、 うれ しかつた。

夕食時、KFGの 魁柴生芳さんか

ら、ご自身は嘗て京大のT先 生のゼ

ミに参加 していたことがあると伺っ

た。 T先 生も16年前のメンバ
ーのお

一人。奇遇でした。袖振れ合 うも何

とや ら。翌 日、細い細い糸ではある

けれ ど更に強く永く続 くことを願い

ながら一本また一本、心を込めて紅

砂を植えた。

旅行の恐い出 i
KFG会 員 久 保 ナガ子  i

去年の 9月 、私は中国植林旅行に

3年 連続で参加 しました。今思い出

すのは、イ リとアルタイの圧倒的な

草原の広大さ !森 と湖のコン トラス

トの美 しさ !1時 間近くも馬に乗つ

て、あの車原を疾走 ?し た爽快 さ !

そ して最も楽 しみにしていた国際バ

ザールを、
一方的にキャンセルされ

た無念 さです。本当にあの時行って

いれば、素晴 らしい掘 り出し物があ

ったに違いないと、今でも思つてい

ます。

蘭州での植林は、例年とは場所も

木も植え方も違って、最初はとまど

いましたぃ去年までの苗木ではなく、

小さな草みたいな苗で、膝の悪い私

は座 り込んで植えました。 「小さい

から歳の数だけ植えるぞ !」 と意気

込みましたが、急坂を横に移動する

のも恐る恐るで、壇、子の歳の数だけ

植えるのが精
一
杯でした。でも皆さ

んが頑張られた し、苗も小さくても

生命力がありそ うで、下から見上げ

ると緑が明らかに多くなり、明るい

未来が開けるように感 じました。

実際 3年 前、初めて蘭州に足を踏

み入れたとき、あまりのハゲヤマに

愕然としました。飛行場を出て、バ

スが走れ ども、走れ ども、左右前後、

ず―と禿山で した。こんな所に木を

植えにきて、何が変わるのだろう?

と正直思いました。でも3回 目の去

年 9月 、同じ場所をバスで走 りなが

ら、明らかに景色が違 うのを感 じま

した。確かに緑が多くなっていまし

た。何だか自分たちの手柄のように

嬉 しく思いました。「継続は力なり」

と言 う古い格言が頭に浮かびましたぃ

今年は何処に連れて行つて下さる

のでしょう?植 林はもちろん 1番 頑

張 ります。でもバザールも !絶対キ

ャンセルなしで |よろしくお願いし
ます。
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下滝いろいろでお世話になつて 3

年になろうとしています。

最初は「モリアオガエル」、2回 目

は「ヒキガエルと黄河の森写真展」、

3回 目は「花祭りと季節の変化J、4

回日は「姫ぼたる」、5回 目は「丹波

竜発掘ボランティア」で、好き勝手

に述べてきましたが、ネタギレもあ

り今回で終わりとさせていただきま

す。

①環境に優しく人に優しい稲作を

求めて合鴨水稲同時作を始めて15年、

日固に生きた化石といわれるカブ ト

エビやホウネンエビ・糸ミミズ等が

戻つてきました。古代米で28mの 丹

渡竜の絵を書き、合鴨の進水式を行

ない多くの見学者に可愛がってもら

いました。そして優しい稲作を求め

ておられた人が、今年から合鴨水稲

同時作を行なわれることになりまし

た。

②生き物が住め ・生活排水を浄化

するため、今までは農閑期だけ水を

流していた水路に、「農地 ・水 ・環境

を守る会に」提案 し1年 中水を流す

界波 〒Ⅲ■下1売!いろt ろヽ

丹波竜発掘現場と川代渓谷

※左下の白い所が現場です

親子恐竜のモニュメント

事が出来る様になりました。少 しの

水溜 りに生きていたシジミ・スジエ

ビ ・ヌカエビが増え、近い将来50年

前の様にウナギやモクズガニが戻つ

て来て子供達が網を持って水路に入

K F G会 員

村 上 鷹 夫

る日を楽しみにしています。

③丹波竜が発見された川代渓谷は、

2万 年前に出来た新しい峡谷です。

地層が現われ ・断層や貫入岩が見ら

れ、春は山が笑い桜が咲き秋は紅葉

が美しく、ホ トトギスが鳴きカワセ

ミが飛ぶ素晴らしい渓谷です。

昨秋、丹波竜発掘現場の岩石を台

座とし中国の石を使つて、丹波竜の

モニュメントが下滝駅前に完成致し

ました。

そこに刻まれている 「ふれあい親

子恐竜」からのメッセ
ージです。

「私たち親子は今から1億 3千 万

年前にここに住んでいました。

丹波の山なみと川代の美しい渓谷

が大好きでした。

縁あって2006年 8月 7日 に見つけ

てもらいました。

みなさんが、自然を大切にしこの

環境を守り、丹波の美しい風景が、

いつまでも変らないことを祈ってい

ます。」

長い間、ありがとうございました。

きわ串1斜串|おおお競募浅勢めわわ挙尊詩串浅募誤メ)わわじ母わ料)やおおお勢紛導誤募説ゆわiわおお競争→めわわ鎖導串→募わめ')いわわ尊導わさわ募わ串勢わわ導わゆ導料→串:沸募めお募わめ>

「サリーのこけももつみ」
K F G会 員  畑  中  弘  子 (児童文字者)

ある日、サリーはおかあさんとこけもも山へ、こけもも摘みにいきます。丘いっぱいにみのつているこけもも

を、摘んでは食べ、摘んでは食べているうちに
……・。おかあさんはずつと先にいつてしまいます。

いつぱ う、反対側から、子熊がおかあさん熊 と、こけもも摘みに

やってきます。子熊は 「大きくなれるようにたくさん食べておおき」

という、おかあさんの声をきいて、
一生懸命こけももを食べます。

おかあさん熊は先へ先へいつて しまいます。

こうして、サ リーはまちがって、母熊のあとを、子熊はサ リ
ーの

おかあさんのあとをついて歩くことに。

自分のこどもでないと知つたおかあさんたちは、いつたい ?

以下は最後の章です。
「子熊 とおかあさん熊は、冬の問も身体が弱らないように、ずつと

こけももを食べながら、こけもも山を降 りていきました」

「サ リーとおかあさんはこけももを摘みながら、自動車のとめてあ

るところまで降 りていきました」

ほほえましいハッピー ・エン ドとなつています。

大自然のなか、おおらかに生きている人や動物たちの享びを、な

にものにもかえられない幸せを感 じさせてくれる絵本です。

回バート・マックロスキー作 ・絵

石井桃子訳/岩 波書店

「まとめ」
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黄土高原のl直物IX
念念を踏むな ! ― 意外に急な黄土丘陵一

KFG顧 問 徳 岡 正 三 (元高知大学農学部教授)

|‐■|■ ||‐ .・ノ ギ・|‐私の中国とのかかわりは沙地 (さ

ち)と いう
一見砂漠に似た荒れ地の

緑化を考えるところからスタ
ー トし

た。沙地には砂の山である砂丘があ

るが、それを除くとあまり起伏がな

い.砂丘 t)高さは 4～ 10mし かない.

だから沙地歩きには難儀 とい うのを

あまり感 じない。ただ、道はなく、広

くて似たような風景ばかりなので、

うつか りすると方角を見失って迷い

やすい。沙地歩きでは磁石が必携で

ある。 とにかく中国ではこうした沙

地を中心にみてまわ り、出歩きらし

いのはほんの少 ししか したことがな

かつた。それも歩いていて危険を感

じるような出歩きではなかつた。

KFGと お付き合いすることにな

って、沙地から黄上高原に変った。

私が黄土高原に持つていたイメージ

は起伏の緩やかな丘陵の集まりであ

った。 KFGの 第 1期 支援地も起伏

があまりなかつた。 ところが、この

たび三井物産環境基金の助成を得て

少 し深 くかかわることになった第 2

期支援地を歩いてみて、見方が変つ

た。意外に険 しいのである。改めて

よく黄土丘陵をみてみると、 1期 の

ようなところは珍 しく、たいがいは

険 しいのである。

蘭州の黄土丘陵はマオ型といって、

お碗を伏せたような丘が寄せ集まつ

たようにみえる。伏せたお碗だから

上は緩やかであるが、下へ行くほど

急になる。傾斜度を測つてみると

鶏
郎
”

念
念※
棒
状
の

一
枚
の
実
に
見
え
る
の
は
小
葉
と
い
い
、

こ
れ
が
２
～
６
枚
集
ま
っ
て
業
と
な
る
。

正
・| 1 押

40°前後はざらにある。
一
番下はと

ても急で普通には上 り下りできない

ところが多いc傾 斜が急でも大きな

木がたくさんあれば、それほど1布さ

は感 じない。 と ころがあのように草

や低木 しかなくて、下までずっとみ

える丘陵の上に立つと、40°の傾斜

はまるで崖の上から下をみているよ

うである。私のような高所に弱い者

にとつて、これは怖い。

この 2期 支援地の丘陵のあちこち

でよく見かけるのが念念 (ニエン ・

ニエン)で ある。私がここで
一番は

じめに党えた植物である。念念は乳

頭を意味する方言のようである。
「葉がおチチに似ている」と地元の

技術者が念入 りに教えてくれたので

すぐに党えた (今年は雨が多かつた

せいか、写真の念念は普通よりもよ

く成長している)。

念念はハマビシ科の高さがせいぜ

い15～20cmの多年生の車である。植

物としての念念も方言で、一般には

蠍虎覇王とか蠍虎草と呼ばれる。蠍

(さそり)や 虎や覇王があり、どう

してか少し恐ろしい名前がついてい

る。

さて、黄土丘陵の急な傾斜地で念

念を踏むとどうなるか。念念の葉は

ふつくらとしている。乾燥地の植物
の特徴として葉に水分 (汁液)を 貯

えているのである。これを踏むと中
の汁液が出てきて、足がすべる。バ

ナナの皮を踏んづけてすべるのと似

ている。急傾斜の下り坂でこれを踏

むと悲劇である。くれぐれもご注意

を!!

植樹日程

値樹準備 2008年 3月 2日 (日)9100

植  樹   〃  3月 16日(日)

下車刈り  〃  6月 15日(日)

下車メ」り  〃  8月 31日(日)

」R住 吉駅南側集合

六甲山クfr―ンキャンペーン (六甲山登山道どみ拾い)

2008年4月 6日 (日)9:00 阪 急岡本駅駅南側集合 :
″ 10月 19日(日)      〃            ユ

小葉4枚が集まつて

静 =   ‐個団顧兜型杵彫9解牙貯宅短回阻!も
〉担
実番発行

会員の皆様およびこの会報をお読みの皆様、明けま

しておめでとうございます。たぶんこの会報が皆様の

手元に届く頃には 「明けましてJは ちょっとピンぼけ

になっているのかも知れませんが、私がこの原稿を書

いているのは、2008年 1月 6日 です。ご了解をお願い

します。

さて、2008年が始まり、皆様方には新 しい年に向か

い気持ちを新たに飛躍を誓つておられることと思いま

す。我がKFGで も2008年の飛躍をすべく行動予定を

立てていますが、私が担当しています 「六甲山植樹」

及び 「六甲山クリーンキャンペーン」でも下記のよう

に日程を決定 しました。

六甲山の植樹は六甲山の治山及び住吉山手近隣の方

々の防災に大いに役立っている事業です。また、六甲

山住吉山手は日中友好林事業の日本側の大切な植樹基

地と位置付けており、中国蘭州植樹基地と同様大切に

育てなければなりません。さらに、住吉山手植樹基地

には多くの桜を植えていますので、5～ 6年後には 「

花見の会」なども開催できるのではと楽しみにしてい

ます。参加者は事務局までご連絡をお願いします.

皆様ふるつての植樹活動への参加を期待しています.
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私は依頼された図書を点訳して、

点宇図書館におさめるボランティア

をしています。点字を始めたのは、

ちょうど12,3年 前、50歳を目前にし

たときでした。私はこれまで何をし

てきたのだろう?と 思いました。

1人 の男の子を産み、育てただけ。あ

とはひたすらラケットを振り回し、

真っ黒になつてコー トを走り回つて

いただけと感じました。

「コレデハイケナイ 1」 と真剣に

思いました。ボランティアという言

葉が自然に浮かびました。点字と手

話どちらにするか?思案しましたが、

点字を選びました。理由は簡単。点

字のほうが自分の空いている時間で

出来ると思つたからです。思い立っ

たら速いのが私の特性です。親友を

巻き込んで、住吉の英語点字スクー

ルに通いました。先生は全盲だけど、

アメリカ留学の経験もある若い素敵

な女性でした。結構
一生懸命に勉強

しました。そしてもうすぐ卒業とい

うとき、あの阪神大震災がおこりま

した。スクールの建物も全壊 !とて

も残念に思つていた4月 ごろ、思い

をして欲しい」といわれ、決心がつ

きました。 「ボランティアだけの人

生は私には無理です」と率直に打ち

明け、やはり同じ思いの親友ととも

にグループを辞めました。でも点訳

は好きで続けたいと思いました。色

々捜して、今の点訳図書館を見つけ

ました。そこのシステムは、まず図

書が送られてきて、それを″点訳し、

送り返すと、添削して返つてくる。

それを打ち直して送ると、製本にな

つて図書館に置かれるという仕組み

でした。私にピッタリだと思いまし

た。日本語の図書が多いので、通信教

育で日本語の点字を勉強し直して、

点訳者登録をしました。

私はいま朝家事をし、昼間は遊び、

夜 2時 間点訳をするという生活をし

ています。 1年 に 2冊 のゆっくリペ

ースです。でも私に合うやり方にや

つと辿りついたと思つています。図

書館に行つて、久保ナガ子点訳本の

コーナーに行くと、結構何人もの方

が借りてくださつているのがわかり、

頑張らなくちゃ !と思います。

点訳者は年々年を取り、目や指の

力の衰えで、数が減つています。も

し興味のある方は挑戦してみていた

だきたいと思います。男女 老 若
一切 問 いません。

継 :生:懇
KFG会 員 久  保  ナ ガ子

がけず先生から電話がはいりました.
「点字を続ける気持ちがありますか

?」 「はい !」即答しました。これが

今に至る私の点訳の歴史の始まりで

す。

初めは先生を支えるグループに入

れていただき、先生の読みたい本

(英語本)を点訳しました。間違いだ

らけを指摘されながら、何度も打ち

直し、毎日数時間点字を打ち続け、

週 1回 の勉強会にも必ず出席し頑張

りました。

3年後にそのグループのリーダー

に指定され、兵庫県のボランティア

グループの集まりなどにも出席する

ようになりました。でもそんな会合

で他人に尽くすことが天職と考えて

いる人たちが、たくさん居ることを

知りました。私には無理 1と感 じま

した。私はテニスもしたかつたし、

ランチも食べに行きたかつた。でも

グループとして、先生以外の人の点

訳依頼も引き受けるようになると、

大忙 しになり、否応なく点訳三味の

日々になりました。そして 2年後先

生から 「新しい点訳者を育てる助け

*第 5回 通常総会を下記の通り開催します。

日時 :5月 17日(土)PM.13:30～ 14i30

場所 :神戸中華会館 7F(ト ーアロー ド)

なお、終了後、三井物産環境基金助成事業の中間報告と交流会を行ないます。

会員さんには、後日ご案内をいたします。

*2007年 度の会費(2007.4,1～2008.3.31)が まだの方は、よろしくお願いし

ます。また、寄付をお考えの方もよろしくお願いします。
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